


































































































#define BEAT 300 //ブザー音の継続時間
#define PINNO 7 //ブザー出力ピン指定
long x_sum, y_sum, z_sum;
float sensor1Pin =0; //floatは浮動小数点型、アナログピン0を
sensor1Pinに格納する
float sensor2Pin =1; //アナログピン1をsensor2Pinに格納する
//変数の定義（CDSおよび温度センサー、加速度センサー）
float v = 5; 
float temp1 = 0; 
int CDS1 = 0; 
float value1 = 0; 
int sum = 0; int data = 0; int count=0;
int accx = 0;int acc1 = 0;
int accy = 0;int acc2 = 0;
int accz = 0;int acc3 = 0;











for (int i=0;i<50;i++){ 
data = analogRead(0); 
//センサーピン１の温度センサー
の値を読み取る
sum = sum + data; //
delay(2); //1000分の2秒




















anain = analogRead(1) ; 
// CDSを接続したアナログ０番ピンを読み取る
if (anain >= 700) {      // 700がしきい値です
// 光がしきい値より暗いとき
digitalWrite(8, HIGH) ;  // LEDを点灯で出力
} else {
// 光がしきい値より明るいとき
digitalWrite(8, LOW) ;   // LEDを消灯で出力
}  
if (temp1 <= 25)  noTone(PINNO); 
//温度25度以下ではブザー出力しない








for (int i=0;i<100;i++){ 
accx = x; //アナログピン2の加速度センサーの値を読み取る
x_sum = x_sum + accx; //
delay(2); //1000分の2秒
acc1 = x_sum / 100;} //平均化した値をacc1に格納する
y_sum = 0;
for (int i=0;i<100;i++){ 
accy = y; //アナログピン3の加速度センサーの値を読み取る
y_sum = y_sum + accy; //
delay(2); //1000分の2秒
acc2 = y_sum / 100; }//平均化した値をacc2に格納する
z_sum = 0;
for (int i=0;i<100;i++){ 
accz = z; //アナログピン4の加速度センサーの値を読み取る
z_sum = z_sum + accz; //
delay(2); //1000分の2秒


































































CDS1 = analogRead(sensor2Pin); //アナログピン1
をCDS1に格納する
temp1=((v/1024)*value1)*100; //読み取った
value1値を温度に換算
accX=acc1-510;
accY=acc2-503;
accZ=acc3-500;
lcd.print("T:"); //LCDにT:と表示する
lcd.print(temp1); //LCDにtemp1の値を表示する
lcd.setCursor(7,0); //カーソルを7桁0行目に指定
する
lcd.write(0xDF); //°を表示する
lcd.print("c"); //cを表示する
lcd.setCursor(10,0); //カーソルを10桁0行目に指
定する
lcd.print("C:"); //LCDにC:と表示する
lcd.print(CDS1); //LCDにCDS1の値を表示する
lcd.setCursor(0,1); //カーソルを0桁1行目に
指定する
lcd.print("X"); //LCDにXと表示する
lcd.print(accX) ; //LCDにaccXの値を表示する
lcd.print(",") ; //LCDに,と表示する
lcd.print("Y"); //LCDにYと表示する
lcd.print(accY) ; //LCDにaccYの値を表示する
lcd.print(",") ; //LCDに,と表示する
lcd.print("Z"); //LCDにZと表示する
lcd.print(accZ) ; //LCDにaccZの値を表示する
delay(1000); //1秒停止する
}
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センサー液晶表示の活用
• 「ひずみチェッカー」
→加速度が正常に作動しているか確認する機器
→加速度計を傾けることで検知した傾き（重力）
を手軽に表示できる。
→今回作成したものもこれと同じ働きをする。
• PCのシリアルモニタを出さなくてもデータ値を表示でき、センサの計
測結果をリアルタイムで確認することができるため、様々な用途に活
用可能である。
おわりに
•今回紹介した作品例を作成するのに思った以上に時間がかかった。
初心者用のArduinoであっても、スケッチのようなソフトウェアの知識
とハードウェアを作成する技術が必要であるので、実用化するには
ある程度の時間を見積もらなければならない。ただ、導入材料として
は優れていると感じた。
•今後、この発表が実際の業務に少しでも役立つことにつながれば幸
いある。
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